
 

◆『菊之助』の主な特長 

・西日本でおたふく春菊と呼ばれる、特に葉の切れ込みの少ない鮮緑の丸葉系大葉春菊。 

・香りがまろやかで特有の苦味がほとんどなく肉厚でやわらかくジューシーな食感。 

・交配種ならではの葉揃い・株揃いに優れ、生育が旺盛で栽培がやさしい。 

・従来の栽培よりもやや密植し、ベビーリーフ的に 10～12cm 程度で収穫する小株栽培も可能。 

 

◆『菊之助』の栽培要点 

・好光性種子なので、覆土は薄くして、発芽が揃うまでは乾燥に注意する。 

・条間 20～25cm で条まきし、本葉 5 枚までに株間 10cm 間隔とする。 

・冬季はハウス栽培とし、被覆資材などを利用して保温を行い、生育促進を図る。 

・高温期の栽培は芯腐れ症※4 が問題となるため特に初期の潅水は丁寧にムラなく行う。 

 

◆作型表 

 

 

 

 

 

         

 

 
 
 

◆価格 

品種名 量目 希望小売価格（税込み） 

菊之助 小袋（約 4000 粒） 315 円 
 
 

＜注釈説明＞ 

※1 野 菜 の消 費 量 …日本人の野菜の消費量は年々減少傾向にあり、1998 年に米国と比較して逆転。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2 丸葉系大葉春菊 …西日本でおたふく春菊と呼ばれる特に葉の切れ込みの少ない春菊。 

春菊には、大葉・中葉・小葉があり、葉の切れ込みの深さによって異なる。 

※3 ベ ビ ー リ ー フ …ハーブや葉もの野菜の若い葉を摘んだものをミックスしてサラダなどに使用する。 

葉もの野菜では、レタス類やミズナ、ホウレンソウなどが主に使われる。 

※4 芯 腐 れ 症 …芯葉でカルシウム不足となり、発生する生理障害。土壌中のカルシウムが不足し

ていることはほとんどなく、高温や乾燥、多肥条件で起こりやすい。 

資料：農林水産省「食料需給表」 

FAO「Food Balance Sheet」（供給純食材ベースの比較） 

（注）米国の値は供給粗食料に当該年の日本の歩留まりを乗じて算出 




